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●愛国浄水場の更新事業について
●　釧路市の給水人口と水需要の推移について
●平成25年度の水道事業・下水道事業の決算概要
●水道水ができるまで
●水質検査によって、水道水の安全が保たれます
●釧路市独自の「水質目標値」を設定しました
●料金は納期限までに納入願います
●冬期間の水道管凍結にご注意ください
●災害に備え飲料水を備蓄しましょう！
●お問い合わせ・相談●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

新送配水ポンプ場工事状況新配水池内部工事状況［面積 1,500㎡×深さ4.5m×2池］

平成17～18年　平成21年　平成23～28年　平成29～32年　平成33年
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第1期工事

第2期工事

愛国浄水場の更新事業について
　山花地区を除く旧釧路市域の水道は、釧路町給水区域分と合わせ給水人口約１8.8万人で、年間約２,１００万トンの水が使われて
います。皆さまは、その水が全て愛国浄水場で作られていることをご存知でしょうか？ 
※山花・阿寒・音別地区には各簡易水道事業等の浄水施設があります。

愛国浄水場をなぜ更新するのか？
　釧路地区唯一の愛国浄水場は、釧路市愛国西にあり、昭和
34年に給水を開始して、今年で55年が経ちます。
　施設が古くなっているため、平成17・18年に耐震調査を
行ったところ、新しい耐震基準では愛国浄水場の大半の施設
が強度不足であることがわかったため、現在新しく建て直し
ているところです。

愛国浄水場の更新計画について
　愛国浄水場を新しく建て直すには、今ある施設で水を作り
ながら工事を進めなければなりません。そのため、今よりも
小さな施設でより安全な水を作ることができる膜ろ過方式と
いう新しい処理方法の浄水場を建設します。
　更新は、工事を2つの期間に分け、第1期（平成23年度～平
成28年度）で水を送るための施設を建設、第2期（平成29年度
～平成32年度）で水を作る浄水施設を建設し、平成33年度か
ら新しい浄水場で作った水を送り始める計画です。
　今年度は、計画通りに第1期の工事を進めており、できあ
がった水を貯めておく「配水池」と、その水を皆さまのご家庭
に送り出すための「送配水ポンプ場」を新しく建てています。

浄水場

愛国浄水場
浄水・配水施設 築年数
画像：国土地理院の空中写真を加工

撮影年月：平成２３年１０月
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　今建てている配水池だけで13,500㎥の水を貯めることができるんだよ！
これは、釧路市鳥取温水プール（競泳用）の約35個分もの水の量になるよ！
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